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事業名 団体名

～教育的効果の高い長期自然体験活動の構築・普及事業～

ウィンターチャレンジ in MIYAGI 宮城県

背景
・
課題

事業趣旨

事業の内容

令和４年度、県内の不登校児童生徒数は、小学校で２，０
６６人、中学校で４，１２２人で全国平均を上回り、過去
最多となっている。不登校児童生徒の割合も、１０年連続で増
加しており、引き続き早期の対策が必要となっている。

学校に登校していなかったり、学校に行きづらさを感じている児童生徒に、自然
体験活動や長期宿泊体験を通して、自己肯定感を養い、人との関わりの中
で社会的自立に向けた力を身に付けられるようにする。

【委託要項：様式B（別紙３）】

１ 実施期間
 令和６年１２月２４日（火）～
 １２月２８日（土）  ４泊５日
２ 実施場所
      宮城県松島自然の家
３ 参加者、人数 
      小学生８人、中学生７人  合計１５名
４ 主な活動内容
 ・MAP（人間関係作り）
      ・自然体験活動（ハイキング）
      ・地域の特性を生かした体験活動
 農業体験（いちごの摘みとり）
 漁業体験（のりすき体験）
      ・ふれあい体験（乗馬、エサやり等）
      ・創作活動（空き缶ランタン、勾玉作り）
      ・読書活動

５ 体験活動の支援者
    ・生涯学習課職員（社会教育主事）
     ・松島自然の家職員（社会教育主事）
     ・大学生ボランティア
６ その他
     （１）事前説明会・体験会
            ①令和６年１０月２６日（土）
         ②令和６年１１月１６日（土）              
             内容：趣旨説明、施設見学、
 ニュースポーツ体験  
     （２）保護者対象プログラム
          ①講話・ワークショップ
            ②茶話会、交流  
＜支援にあたるための工夫＞
 ・大学生、スタッフは、子どもたちの「思いや考え」を大切にすること。
 意図的な問いかけを行い、言葉を引き出し、共有、共感する。
 ・安心安全な事業の実施のため、養護教諭、看護師の帯同を基本。

〇年齢の近い大学生ボランティアが参加
 者の近くで見守り、活動することで、安
 心して活動することができた。
〇意図的な問いかけにより、考える機会、
 自分の思いを話す機会が増え、共有、
 共感してもらうことで、「人と関わる」こと
 に自信を付けた。
〇宿泊体験の中で、「自分のことは自分
 ですること」「早寝早起き」などの自己管
 理に関する意識が高まった。
〇宿泊に不安のある参加者が保護者の
   協力により、日帰りですべての体験活
 動に参加することができた。
〇自己選択する機会をたくさん経験した
 ことで、自信や達成感を得ることができ
 た。それにより、自己肯定感の高まりが
 みられた。
〇期間中に２回の保護者プログラムを実
 施したことで、保護者の交流を図ること
 ができた。
〇運営委員の心理学専門の大学教
 授より活動内容や支援等について助
 言いただいたことで、子どもたちにとって 
 適切な支援につながった。

成果

普及と
今後の
展望

〇県内のNPO法人に情報提供したことにより、本計画を参考にしてNPO法人のフリースクールに来ている子どもたちを対象とした
 １泊２日宿泊体験活動を実施した。自然の家を利用して、創作活動やスポーツなど、子どもたちが自主的に活動できるプロ
   グラムにすることができた。来年度以降も継続し、今後は参加者の中から実行委員を選出して進めていく予定。
〇来年度以降、県の新規事業として、学校に登校していない児童生徒を対象とした１泊２日の宿泊活動を行う予定。
   将来的に自然の家の主催事業として実施する予定で計画している。
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